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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

ケーキとチョコレートを１１個ずつ買うと２９７０円でした。ケーキの代金はチョコレートの代金

より３０円高いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ２７０円（和）  ちがいは  ３０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキ から差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

  チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①) チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 ケーキ １５０円  チョコレート １２０円    

 

さくさく和差算・下         第１回の解答 

 

(①)２９７０÷１１＝２７０（各１個の和） 

（２７０＋３０）÷２＝１５０（ケーキ） 

１５０‐３０＝１２０（チョコレート） 

①２９７０÷１１＝２７０（各１個の和） 

（２７０－３０）÷２＝１２０（チョコレート） 

１２０＋３０＝１５０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１１個 

ケーキ１１個 

□円 

□円 ２９７０円 

ケーキとチョコレート、それぞれ１個ずつのとき、差は３０円。 

ケーキとチョコレート、それぞれ１１個ずつのとき、和は２９７０円 

３０円 ２９７０円÷１１＝２７０円 

チョコレート１個 

ケーキ１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が６３、ＢとＣの和が３７、ＡとＣの和が５４のと

き、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が６３ 

  ＢとＣの和が３７    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が５４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ５４（和） ＡとＣ ちがいは ２６（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】６３－３７＝２６（ＡとＣの差） 

   （５４－２６）÷２＝１４（Ｃ） 

【答え】   Ｃ１４    

 

Ａ 

Ｂ 

６３ 

Ｃ 
３７ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

６３ 

２６ 
ＡとＣの差 

 ＡとＢの和が６３ と ＢとＣの和が３７ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 
５４ 

Ｃ 

Ｂ 

３７ 

２６ 

和と差が分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が６３ 

  ＢとＣの和が３７    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が５４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ３７（和） ＢとＣ ちがいは ９（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】６３－５４＝９（ＢとＣの差） 

   （３７－９）÷２＝１４（Ｃ） 

 

 

【答え】   Ｃ１４    

 

Ａ 

Ｂ 

６３ 

Ｂ 
３７ 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

６３ 

９ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が６３ と ＡとＣの和が５４ よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 
５４ 

Ｃ 

Ｃ 

 

５４ 

９ 

和と差が分かる 
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  ＡとＢの和が６３ 

  ＢとＣの和が３７    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が５４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて ６３（和） ＡとＢ ちがいは １７（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝３７なので  ３７－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝５４なので  ５４－Ａ＝Ｃ 

 

【式】５４－３７＝１７（ＡとＢの差） 

   （６３－１７）÷２＝２３（Ｂ） 

   ２３＋１７＝４０（Ａ） 

   ３７－２３＝１４（Ｃ） 

   ５４－４０＝１４（Ｃ）                 【答え】   Ｃ１４    

 

Ａ 

Ｂ 

６３ 

Ｂ 

３７ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

５４ 

１７ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が３７ と ＡとＣの和が５４ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 
５４ 

Ｃ 

Ｃ 

 

３７ 

１７ 

和と差が分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが３６０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより１２ｃｍ長い長方形をつく 

りました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １８０ｃｍ（和）  ちがいは  １２ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ８０６４㎠    

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

１２ｃｍ 

１２ｃｍ 

１８０ｃｍ 

①３６０÷２＝１８０ 

（１８０－１２）÷２＝８４（たて） 

 ８４＋１２＝９６（横） 

８４×９６＝８０６４ 

(①)３６０÷２＝１８０ 

（１８０＋１２）÷２＝９６（横） 

  ９６－１２＝８４（たて） 

  ９６×８４＝８０６４ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１８０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで３６０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２３個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは６個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２３（和）  

ＡとＢ ちがいは ６（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ６＋４＋６＝１６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２３＋１６）÷３＝１３（Ａ） 

 

【式】 

  ６＋４＋６＝１６ 

  （２３＋１６）÷３＝１３（Ａ）             【答え】  Ａくん １３個    

 

 

 

 

 

 

２３個 ６個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ ４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

６個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２３個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは６個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２３（和）  

ＡとＢ ちがいは ６（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ６＋（６－４）＝８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２３＋６＋２）÷３＝１０…１（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ６＋（６－４）＝８ 

  （２３＋８）÷３＝１０…１（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３個 

６個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

２個 

２個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を２倍しても、その差を５倍しても５４０になります。 

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×２＝５４０      （Ａ－Ｂ）×５＝５４０  

 Ａ＋Ｂ＝５４０÷２＝２７０    Ａ－Ｂ＝５４０÷５＝１０８ 

 

 合わせて  ２７０（和）  ちがいは  １０８（差） 

求めるのは、そえぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ １８９  Ｂ ８１   

Ａ 

Ｂ 
２７０ １０８ 

１０８ 

（２７０－１０８）÷２＝８１（Ｂ） 

 ８１＋１０８＝１８９（Ａ） 

 

①５４０÷２＝２７０ 

５４０÷５＝１０８ 

 

【式】 

（２７０＋１０８）÷２＝１８９（Ａ） 

 １８９－１０８＝８１（Ｂ） 

 

(①)５４０÷２＝２７０ 

  ５４０÷５＝１０８ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームを１３個ずつ買うと２９９０円でした。チョコレートの代金がアイ

スクリームの代金より５０円安いとき、１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ２３０円（和）  ちがいは  ５０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①アイスクリーム から差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（アイスクリーム） 

(①)チョコレートに差を足して、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

  アイスクリームから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート ９０円  アイスクリーム １４０円    

 

さくさく和差算・下         第２回の解答 

 

(①)２９７０÷１３＝２３０（各１個の和） 

（２３０＋５０）÷２＝１４０（アイスクリーム） 

１４０－５０＝９０（チョコレート） 

①２９９０÷１３＝２３０（各１個の和） 

（２３０－５０）÷２＝９０（チョコレート） 

９０＋５０＝１４０（アイスクリーム） 

【式】 

チョコレート１３個 

 

アイスクリーム１３個 

□円 

□円 ２９９０円 

アイスクリームとチョコレート、それぞれ１個ずつのとき、差は５０円。 

チョコレートと、アイスクリームそれぞれ１３個ずつのとき、和は２９９０円 

５０円 ２９９０円÷１３＝２３０円 

チョコレート１個 

 

アイスクリーム１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１３３、ＢとＣの和が６４、ＡとＣの和が１１５の

とき、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１３３ 

  ＢとＣの和が６４    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて １１５（和） ＡとＣ ちがいは ６９（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】１３３－６４＝６９（ＡとＣの差） 

   （１１５－６９）÷２＝２３（Ｃ） 

【答え】   Ｃ２３    

 

Ａ 

Ｂ 

１３３ 

Ｃ 
６４ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

１３３ 

６９ 
ＡとＣの差 

 ＡとＢの和が１３３ と ＢとＣの和が６４ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 
１１５ 

Ｃ 

Ｂ 

６４ 

６９ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１３３ 

  ＢとＣの和が６４    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ６４（和） ＢとＣ ちがいは １８（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】１３３－１１５＝１８（ＢとＣの差） 

   （６４－１８）÷２＝２３（Ｃ） 

                【答え】   Ｃ２３    

 

 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

１３３ 

１８ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が１３３ と ＡとＣの和が１１５ よりＢとＣの差を求める。 

１１５ 

和と差が分かる 

Ａ 

Ｂ 

１３３ 

Ｃ 
６４ 

Ｂ 

Ａ 
１１５ 

Ｃ 

１８ 
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  ＡとＢの和が１３３ 

  ＢとＣの和が６４    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １３３（和） ＡとＢ ちがいは ５１（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝６４なので  ６４－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝１１５なので  １１５－Ａ＝Ｃ 

 

【式】１１５－６４＝５１（ＡとＢの差） 

   （１３３－５１）÷２＝４１（Ｂ） 

   ４１＋５１＝９２（Ａ） 

   ６４－４１＝２３（Ｃ）  

１１５－９２＝２３（Ｃ）                【答え】   Ｃ２３    

 

Ａ 

Ｂ 

１３３ 

Ｂ 

６４ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

１１５ 

５１ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が６４ と ＡとＣの和が１１５ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 
１１５ 

Ｃ 

Ｃ 

 

６４ 

５１ 

和と差が

分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが２６０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより８ｃｍ長い長方形をつくり

ました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １３０ｃｍ（和）  ちがいは  ８ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ４２０９㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

８ｃｍ 

８ｃｍ 

１３０ｃｍ 

①２６０÷２＝１３０ 

（１３０－８）÷２＝６１（たて） 

 ６１＋８＝６９（横） 

６１×６９＝４２０９ 

(①)２６０÷２＝１３０ 

（１３０＋８）÷２＝６９（横） 

  ６９－８＝６１（たて） 

  ６９×６１＝４２０９ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１３０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで２６０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３０個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは４個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３０（和）  

ＡとＢ ちがいは ４（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ４＋２＋４＝１０（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３０＋１０）÷３＝１３･･･１（Ａ） 

ケース１は割り切れないので違う。 

 

【式】 

  ４＋２＋４＝１０ 

  （３０＋１０）÷３＝１３…１（Ａ）割り切れない 

 

 

 

 

 

３０個 ４個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ ２個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

４個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３０個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは４個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３０（和）  

ＡとＢ ちがいは ４（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ４＋（４－２）＝６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３０＋６）÷３＝１２（Ａ） 

 

 

【式】 

  ４＋（４－２）＝６ 

  （３０＋６）÷３＝１２（Ａ） 

【答え】   Ａくん １２個    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０個 

４個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

２個 

２個 

２個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を３倍しても、その差を４倍しても７２０になります。そ

れぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×３＝７２０      （Ａ－Ｂ）×４＝７２０  

 Ａ＋Ｂ＝７２０÷３＝２４０    Ａ－Ｂ＝７２０÷４＝１８０ 

 

 合わせて  ２４０（和）  ちがいは  １８０（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ２１０  Ｂ ３０   

（２４０－１８０）÷２＝３０（Ｂ） 

 ３０＋１８０＝２１０（Ａ） 

 

①７２０÷３＝２４０ 

  ７２０÷４＝１８０ 

 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
２４０ １８０ 

１８０ 

（２４０＋１８０）÷２＝２１０（Ａ） 

 ２１０－８０＝３０（Ｂ） 

 

(①)７２０÷３＝２４０ 

  ７２０÷４＝１８０ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとケーキを１２個ずつ買うと４０８０円でした。チョコレートの代金はケーキの代金

より１２０円安いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３４０円（和）  ちがいは  １２０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①)チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート １１０円  ケーキ ２３０円    

 

さくさく和差算・下         第３回の解答 

 

(①) ４０８０÷１２＝３４０（各１個の和） 

（３４０＋１２０）÷２＝２３０（ケーキ） 

２３０－１２０＝１１０（チョコレート） 

①４０８０÷１２＝３４０（各１個の和） 

（３４０－１２０）÷２＝１１０（チョコレート） 

１１０＋１２０＝２３０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１２個 

 

ケーキ１２個 

□円 

□円 ４０８０円 

チョコレートとケーキ、それぞれ１個ずつのとき、差は１２０円。 

チョコレートと、ケーキそれぞれ１２個ずつのとき、和は４０８０円 

１２０円 ４０８０円÷１２＝３４０円 

チョコレート１個 

 

ケーキ１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が８８、ＢとＣの和が５３、ＡとＣの和が８３のと

き、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が８８ 

  ＢとＣの和が５３    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が８３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ８８（和） ＡとＣ ちがいは ３５（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】８８－５３＝３５（ＡとＣの差） 

   （８３－３５）÷２＝２４（Ｃ） 

【答え】   Ｃ２４    

 

Ａ 

Ｂ 
８８ 

Ｃ 
５３ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

８８ 

３５ 
ＡとＣの差 

 ＡとＢの和が８８ と ＢとＣの和が５３ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 
８３ 

Ｃ 

Ｂ 

５３ 

３５ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が８８ 

  ＢとＣの和が５３    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が８３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ５３（和） ＢとＣ ちがいは ５（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】８８－８３＝５（ＢとＣの差） 

   （５３－５）÷２＝２４（Ｃ） 

                【答え】   Ｃ２４    

 

 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

８８ 

５ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が８８ と ＡとＣの和が８３ よりＢとＣの差を求める。 

８３ 

和と差が分かる 

Ａ 

Ｂ 

８８ 

Ｃ 
５３ 

Ｂ 

Ａ 
８３ 

Ｃ 

５ 
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  ＡとＢの和が８８ 

  ＢとＣの和が５３    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が８３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて ８８（和） ＡとＢ ちがいは ３０（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝５３なので  ５３－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝８３なので  ８３－Ａ＝Ｃ 

 

【式】８３－５３＝３０（ＡとＢの差） 

   （８８－３０）÷２＝２９（Ｂ） 

   ２９＋３０＝５９（Ａ） 

   ５３－２９＝２４（Ｃ）  

８３－５９＝２４（Ｃ）                【答え】   Ｃ２４    

 

Ａ 

Ｂ 

８８ 

Ｂ 

５３ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

８３ 

３０ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が５３ と ＡとＣの和が８３ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 
８３ 

Ｃ 

Ｃ 

 

５３ 

３０ 

和と差が

分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが３８０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより１０ｃｍ長い長方形をつく

りました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １９０ｃｍ（和）  ちがいは  １０ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ９０００㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

１０ｃｍ 

１０ｃｍ 

１９０ｃｍ 

①３８０÷２＝１９０ 

（１９０－１０）÷２＝９０（たて） 

 ９０＋１０＝１００（横） 

９０×１００＝９０００ 

(①) ３８０÷２＝１９０ 

（１９０＋１０）÷２＝１００（横） 

  １００－１０＝９０（たて） 

  １００×９０＝９０００ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１９０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで３８０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２５個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２５（和）  

ＡとＢ ちがいは ５（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ５＋４＋５＝１４（差） 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２５＋１４）÷３＝１３（Ａ） 

 

【式】 

  ５＋４＋５＝１４ 

  （２５＋１４）÷３＝１３（Ａ）             【答え】  Ａくん １３個    

 

 

 

 

 

 

 

２５個 ５個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

５個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２５個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２５（和）  

ＡとＢ ちがいは ５（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ５＋（５－４）＝６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２５＋６）÷３＝１０…１（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ５＋（５－４）＝６ 

  （２５＋６）÷３＝１０…１（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５個 

５個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

１個 

１個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を４倍しても、その差を７倍しても１４５６になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×４＝１４５６      （Ａ－Ｂ）×７＝１４５６  

 Ａ＋Ｂ＝１４５６÷４＝３６４    Ａ－Ｂ＝１４５６÷７＝２０８ 

 

 合わせて  ３６４（和）  ちがいは  ２０８（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ２８６  Ｂ ７８   

（３６４－２０８）÷２＝７８（Ｂ） 

 ７８＋２０８＝２８６（Ａ） 

 

①１４５６÷４＝３６４ 

 １４５６÷７＝２０８ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
３６４ ２０８ 

２０８ 

（３６４＋２０８）÷２＝２８６（Ａ） 

 ２８６－２０８＝７８（Ｂ） 

 

(①) １４５６÷４＝３６４ 

  １４５６÷７＝２０８ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームを１４個ずつ買うと２１００円でした。チョコレートの代金がアイ

スクリームの代金より３０円安いとき、１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １５０円（和）  ちがいは  ３０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①アイスクリームから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（アイスクリーム） 

(①)チョコレートに差を足して、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

  アイスクリームから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート ６０円  ケーキ ９０円    

 

さくさく和差算・下         第４回の解答 

 

(①) ２１００÷１４＝１５０（各１個の和） 

（１５０＋３０）÷２＝９０（ケーキ） 

９０－３０＝６０（チョコレート） 

①２１００÷１４＝１５０（各１個の和） 

（１５０－３０）÷２＝６０（チョコレート） 

６０＋３０＝９０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１４個 

 

アイスクリーム１４個 

□円 

□円 ２１００円 

チョコレートとアイスクリーム、それぞれ１個ずつのとき、差は３０円。 

チョコレートと、アイスクリームそれぞれ１４個ずつのとき、和は２１００円 

３０円 ２１００円÷１４＝１５０円 

チョコレート１個 

 

アイスクリーム１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１２３、ＢとＣの和が９９、ＡとＣの和が１２０の

とき、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１２３ 

  ＢとＣの和が９９    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて １２０（和） ＡとＣ ちがいは ２４（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】１２３－９９＝２４（ＡとＣの差） 

   （１２０－２４）÷２＝４８（Ｃ） 

【答え】   Ｃ４８    

 

Ａ 

Ｂ 
１２３ 

Ｃ 
９９ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

１２３ 

２４ 
ＡとＣの差 

 ＡとＢの和が１２３ と ＢとＣの和が９９ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 
１２０ 

Ｃ 

Ｂ 

９９ 

２４ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１２３ 

  ＢとＣの和が９９    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ９９（和） ＢとＣ ちがいは ３（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】１２３－１２０＝３（ＢとＣの差） 

   （９９－３）÷２＝４８（Ｃ） 

                【答え】   Ｃ４８    

 

 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

１２３ 

３ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が１２３ と ＡとＣの和が１２０ よりＢとＣの差を求める。 

１２０ 

和と差が分かる 

Ａ 

Ｂ 

１２３ 

Ｃ 

Ｂ 
９９ 

Ａ 

Ｃ 
１２０ 

３ 
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  ＡとＢの和が１２３ 

  ＢとＣの和が９９    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １２３（和） ＡとＢ ちがいは ２１（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝９９なので  ９９－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝１２０なので  １２０－Ａ＝Ｃ 

 

【式】１２０－９９＝２１（ＡとＢの差） 

   （１２３－２１）÷２＝５１（Ｂ） 

   ５１＋２１＝７２（Ａ） 

   ９９－５１＝４８（Ｃ）  

１２０－７２＝４８（Ｃ）                【答え】   Ｃ４８    

 

Ａ 

Ｂ 

１２３ 

Ｂ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

１２０ 

２１ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が９９ と ＡとＣの和が１２０ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

９９ 

９９ 

１２０ 

２１ 

和と差が

分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが３２０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより１２ｃｍ長い長方形をつく

りました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １６０ｃｍ（和）  ちがいは  １２ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ６３６４㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

１２ｃｍ 

１２ｃｍ 

１６０ｃｍ 

①３２０÷２＝１６０ 

（１６０－１２）÷２＝７４（たて） 

 ７４＋１２＝８６（横） 

７４×８６＝６３６４ 

(①) ３２０÷２＝１６０ 

（１６０＋１２）÷２＝８６（横） 

  ８６－１２＝７４（たて） 

  ８６×７４＝６３６４ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１６０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで３２０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３４個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３４（和）  

ＡとＢ ちがいは ５（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ５＋４＋５＝１４（差） 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３４＋１４）÷３＝１６（Ａ） 

 

【式】 

  ５＋４＋５＝１４ 

  （３４＋１４）÷３＝１６（Ａ）             【答え】  Ａくん １６個    

 

 

 

 

 

 

 

３４個 ５個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

５個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３４個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３４（和）  

ＡとＢ ちがいは ５（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ５＋（５－４）＝６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３４＋６）÷３＝１３…１（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ５＋（５－４）＝６ 

  （３４＋６）÷３＝１３…１（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３４個 

５個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

１個 

１個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を３倍しても、その差を８倍しても１０５６になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×３＝１０５６      （Ａ－Ｂ）×８＝１０５６  

 Ａ＋Ｂ＝１０５６÷３＝３５２    Ａ－Ｂ＝１０５６÷８＝１３２ 

 

 合わせて  ３５２（和）  ちがいは  １３２（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ２４２  Ｂ １１０  

（３５２－１３２）÷２＝１１０（Ｂ） 

 １１０＋１３２＝２４２（Ａ） 

 

①１０５６÷３＝３５２ 

 １０５６÷８＝１３２ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
３５２ １３２ 

１３２ 

（３５２＋１３２）÷２＝２４２（Ａ） 

 ２４２－１３２＝１１０（Ｂ） 

 

(①) １０５６÷３＝３５２ 

  １０５６÷８＝１３２ 

 

【式】 



さくさく和差算・下 第５回の解答  さくらぷりんと 

1 

 

 

 

 

①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとケーキを１２個ずつ買うと３６００円でした。チョコレートの代金はケーキの代金

より４０円安いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３００円（和）  ちがいは  ４０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①)チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート １３０円  ケーキ １７０円    

 

さくさく和差算・下         第５回の解答 

 

(①) ３６００÷１２＝３００（各１個の和） 

（３００＋４０）÷２＝１７０（ケーキ） 

１７０－４０＝１３０（チョコレート） 

①３６００÷１２＝３００（各１個の和） 

（３００－４０）÷２＝１３０（チョコレート） 

１３０＋４０＝１７０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１２個 

 

ケーキ１２個 

□円 

□円 ３６００円 

チョコレートとケーキ、それぞれ１個ずつのとき、差は４０円。 

チョコレートと、ケーキそれぞれ１２個ずつのとき、和は３６００円 

４０円 ３６００円÷１２＝３００円 

チョコレート１個 

 

ケーキ１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が８２、ＢとＣの和が４１、ＡとＣの和が７５のと

き、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が８２ 

  ＢとＣの和が４１    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ７５（和） ＡとＣ ちがいは ４１（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】８２－４１＝４１（ＡとＣの差） 

   （７５－４１）÷２＝１７（Ｃ） 

【答え】   Ｃ１７    

 

Ａ 

Ｂ 
８２ 

Ｃ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

８２ 

４１ 
ＡとＣの差 

 ＡとＢの和が８２ と ＢとＣの和が４１よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

４１ 

４１ 

７５ 

４１ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が８２ 

  ＢとＣの和が４１    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ４１（和） ＢとＣ ちがいは ７（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】８２－７５＝７（ＢとＣの差） 

   （４１－７）÷２＝１７（Ｃ） 

                【答え】   Ｃ１７    

 

 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

８２ 

７ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が８２ と ＡとＣの和が７５ よりＢとＣの差を求める。 

７５ 

和と差が分かる 

Ａ 

Ｂ 
８２ 

Ｃ 

Ｂ 
４１ 

Ａ 

Ｃ 
７５ 

７ 
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  ＡとＢの和が８２ 

  ＢとＣの和が４１    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて ８２（和） ＡとＢ ちがいは ３４（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝４１なので  ４１－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝７５なので  ７５－Ａ＝Ｃ 

 

【式】７５－４１＝３４（ＡとＢの差） 

   （８２－３４）÷２＝２４（Ｂ） 

   ２４＋３４＝５８（Ａ） 

   ４１－２４＝１７（Ｃ）  

７５－５８＝１７（Ｃ）                【答え】   Ｃ１７    

 

Ａ 

Ｂ 

８２ 

Ｂ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

７５ 

３４ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が４１ と ＡとＣの和が７５ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

４１ 

４１ 

７５ 

３４ 

和と差が

分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが２８０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより１０ｃｍ長い長方形をつく

りました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １４０ｃｍ（和）  ちがいは  １０ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ４８７５㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

１０ｃｍ 

１０ｃｍ 

１４０ｃｍ 

①２８０÷２＝１４０ 

（１４０－１０）÷２＝６５（たて） 

 ６５＋１０＝７５（横） 

６５×７５＝４８７５ 

(①) ２８０÷２＝１４０ 

（１４０＋１０）÷２＝７５（横） 

  ７５－１０＝６５（たて） 

  ７５×６５＝４８７５ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１４０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで２８０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２７個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１１個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２７（和）  

ＡとＢ ちがいは １１（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １１＋４＋１１＝２６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２７＋２６）÷３＝１７･･･２（Ａ） 

ケース１は割り切れないので違う。 

 

【式】 

  １１＋４＋１１＝２６ 

  （２７＋２６）÷３＝１７…２（Ａ）割り切れない 

 

 

 

 

 

２７個 
１１個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ ４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

１１個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２７個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１１個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２７（和）  

ＡとＢ ちがいは １１（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １１＋（１１－４）＝１８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２７＋１８）÷３＝１５（Ａ） 

 

 

【式】 

  １１＋（１１－４）＝１８ 

  （２７＋１８）÷３＝１５（Ａ） 

【答え】   Ａくん １５個    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２７個 

１１個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 ７個 

７個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を２倍しても、その差を５倍しても４６０になります。そ

れぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×２＝４６０      （Ａ－Ｂ）×５＝４６０  

 Ａ＋Ｂ＝４６０÷２＝２３０    Ａ－Ｂ＝４６０÷５＝９２ 

 

 合わせて  ２３０（和）  ちがいは  ９２（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ １６１  Ｂ ６９  

 

（２３０－９２）÷２＝６９（Ｂ） 

 ６９＋９２＝１６１（Ａ） 

 

①４６０÷２＝２３０ 

 ４６０÷５＝９２ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
２３０ ９２ 

９２ 

（２３０＋９２）÷２＝１６１（Ａ） 

 １６１－９２＝６９（Ｂ） 

 

(①) ４６０÷２＝２３０ 

  ４６０÷５＝９２ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームを１３個ずつ買うと４０３０円でした。チョコレートの代金がアイ

スクリームの代金より７０円高いとき、１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３１０円（和）  ちがいは  ７０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①チョコレートから差を引いて、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

 アイスクリームに差を足す。（チョコレート） 

(①)アイスクリームに差を足して、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

  チョコレートから差を引く。（アイスクリーム） 

 

 

 

 

 

              【答え】 チョコレート １９０円  アイスクリーム １２０円    

 

さくさく和差算・下         第６回の解答 

 

(①) ４０３０÷１３＝３１０（各１個の和） 

（３１０＋７０）÷２＝１９０（チョコレート） 

１９０－７０＝１２０（アイスクリーム） 

①４０３０÷１３＝３１０（各１個の和） 

（３１０－７０）÷２＝１２０（アイスクリーム） 

１２０＋７０＝１９０（チョコレート） 

【式】 

アイスクリーム１３個 

 

チョコレート１３個 

□円 

□円 ４０３０円 

チョコレートとアイスクリーム、それぞれ１個ずつのとき、差は７０円。 

チョコレートと、アイスクリームそれぞれ１３個ずつのとき、和は４０３０円 

７０円 ４０３０円÷１３＝３１０円 

アイスクリーム１個 

 

チョコレート１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が８２、ＢとＣの和が３８、ＡとＣの和が７０のと

き、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が８２ 

  ＢとＣの和が３８    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ７０（和） ＡとＣ ちがいは ４４（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】８２－３８＝４４（ＡとＣの差） 

   （７０－４４）÷２＝１３（Ｃ） 

【答え】   Ｃ１３    

 

 ＡとＢの和が８２ と ＢとＣの和が３８ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
８２ 

Ｃ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

８２ 

４４ 
ＡとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

３８ 

３８ 

７０ 

４４ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が８２ 

  ＢとＣの和が３８    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ３８（和） ＢとＣ ちがいは １２（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】８２－７０＝１２（ＢとＣの差） 

   （３８－１２）÷２＝１３（Ｃ） 

                【答え】   Ｃ１３    

 

 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

８２ 

１２ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が８２ と ＡとＣの和が７０ よりＢとＣの差を求める。 

７０ 

和と差が分かる 

Ａ 

Ｂ 
８２ 

Ｃ 

Ｂ 
３８ 

Ａ 

Ｃ 
７０ 

１２ 
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  ＡとＢの和が８２ 

  ＢとＣの和が３８    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて ８２（和） ＡとＢ ちがいは ３２（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝３８なので  ３８－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝７０なので  ７０－Ａ＝Ｃ 

 

【式】７０－３８＝３２（ＡとＢの差） 

   （８２－３２）÷２＝２５（Ｂ） 

   ２５＋３２＝５７（Ａ） 

   ３８－２５＝１３（Ｃ）  

７０－５７＝１３（Ｃ）                【答え】   Ｃ１３    

 

 ３２                
Ａ 

Ｂ 

８２ 

Ｂ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

７０ 

３２ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が３８ と ＡとＣの和が７０ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

３８ 

３８ 

７０ 

３２ 

和と差が

分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが２６０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより１６ｃｍ

長くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １３０ｃｍ（和）  ちがいは  １６ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ４１６１㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

１６ｃｍ 

１６ｃｍ 

１３０ｃｍ 

①２６０÷２＝１３０ 

（１３０－１６）÷２＝５７（たて） 

 ５７＋１６＝７３（横） 

５７×７３＝４１６１ 

(①)２６０÷２＝１３０ 

（１３０＋１６）÷２＝７３（横） 

  ７３－１６＝５７（たて） 

  ７３×５７＝４１６１ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１３０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで２６０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２４個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは８個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは１個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２４（和）  

ＡとＢ ちがいは ８（差） ＢとＣ ちがいは １（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ８＋１＋８＝１７（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２４＋１７）÷３＝１３･･･２（Ａ） 

ケース１は割り切れないので違う。 

 

【式】 

  ８＋１＋８＝１７ 

  （２４＋１７）÷３＝１３…２（Ａ）割り切れない 

 

 

 

 

 

２４個 ８個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

１個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

８個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２４個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは８個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは１個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２４（和）  

ＡとＢ ちがいは ８（差） ＢとＣ ちがいは １（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ８＋（８－１）＝１５（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２４＋１５）÷３＝１３（Ａ） 

 

 

【式】 

  ８＋（８－１）＝１５ 

  （２４＋１５）÷３＝１３（Ａ） 

【答え】   Ａくん １３個    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４個 

８個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

１個 

７個 

７個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を３倍しても、その差を８倍しても２１６０になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×３＝２１６０      （Ａ－Ｂ）×８＝２１６０  

 Ａ＋Ｂ＝２１６０÷３＝７２０    Ａ－Ｂ＝２１６０÷８＝２７０ 

 

 合わせて  ７２０（和）  ちがいは  ２７０（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ４９５  Ｂ ２２５  

 

（７２０－２７０）÷２＝２２５（Ｂ） 

 ２２５＋２７０＝４９５（Ａ） 

 

①２１６０÷３＝７２０ 

 ２１６０÷８＝２７０ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
７２０ ２７０ 

２７０ 

（７２０＋２７０）÷２＝４９５（Ａ） 

 ４９５－２７０＝２２５（Ｂ） 

 

(①) ２１６０÷３＝７２０ 

  ２１６０÷８＝２７０ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとケーキを１５個ずつ買うと４８００円でした。チョコレートの代金はケーキの代金

より１００円安いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３２０円（和）  ちがいは  １００円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①)チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート １１０円  ケーキ ２３０円    

 

さくさく和差算・下         第７回の解答 

 

(①) ４８００÷１５＝３２０（各１個の和） 

（３２０＋１００）÷２＝２１０（ケーキ） 

２１０－１００＝１１０（チョコレート） 

①４８００÷１５＝３２０（各１個の和） 

（３２０－１００）÷２＝１１０（チョコレート） 

１１０＋１００＝２１０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１５個 

 

ケーキ１５個 

□円 

□円 ４８００円 

チョコレートとケーキ、それぞれ１個ずつのとき、差は１００円。 

チョコレートと、ケーキそれぞれ１５個ずつのとき、和は４８００円 

１００円 ４８００円÷１５＝３２０円 

チョコレート１個 

 

ケーキ１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１２５、ＢとＣの和が１０６、ＡとＣの和が１１９

のとき、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１２５ 

  ＢとＣの和が１０６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて １１９（和） ＡとＣ ちがいは １９（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】１２５－１０６＝１９（ＡとＣの差） 

   （１１９－１９）÷２＝５０（Ｃ） 

【答え】   Ｃ５０    

 

 ＡとＢの和が１２５ と ＢとＣの和が１０６ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１２５ 

Ｃ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

１２５ 

１９ 
ＡとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

１０６ 

１０６ 

１１９ 

１９ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１２５ 

  ＢとＣの和が１０６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて １０６（和） ＢとＣ ちがいは ６（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】１２５－１１９＝６（ＢとＣの差） 

   （１０６－６）÷２＝５０（Ｃ） 

                【答え】   Ｃ５０    

 

 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

１２５ 

６ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が１２５ と ＡとＣの和が１１９ よりＢとＣの差を求める。 

１１９ 

和と差が分かる 

Ａ 

Ｂ 
１２５ 

Ｃ 

Ｂ 
１０６ 

Ａ 

Ｃ 
１１９ 

６ 
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  ＡとＢの和が１２５ 

  ＢとＣの和が１０６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １２５（和） ＡとＢ ちがいは １３（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝１０６なので  １０６－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝１１９なので  １１９－Ａ＝Ｃ 

 

【式】１１９－１０６＝１３（ＡとＢの差） 

   （１２５－１３）÷２＝５６（Ｂ） 

   ５６＋１３＝６９（Ａ） 

   １０６－５６＝５０（Ｃ）  

１１９－６９＝５０（Ｃ）                【答え】   Ｃ５０    

 

 ３２                
Ａ 

Ｂ 

１２５ 

Ｂ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

１１９ 

１３ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が１０６ と ＡとＣの和が１１９ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

１０６ 

１０６ 

１１９ 

１３ 

和と差が

分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが２４０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより１２ｃｍ

長くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １２０ｃｍ（和）  ちがいは  １２ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ３５６４㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

１２ｃｍ 

１２ｃｍ 

１２０ｃｍ 

①２４０÷２＝１２０ 

（１２０－１２）÷２＝５４（たて） 

５４＋１２＝６６（横） 

５４×６６＝３５６４ 

(①) ２４０÷２＝１２０ 

（１２０＋１２）÷２＝６６（横） 

  ６６－１２＝５４（たて） 

  ６６×５４＝３５６４ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１２０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで２４０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２５個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは８個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは５個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２５（和）  

ＡとＢ ちがいは ８（差） ＢとＣ ちがいは ５（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ８＋５＋８＝２１（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２５＋２１）÷３＝１５･･･１（Ａ） 

ケース１は割り切れないので違う。 

 

【式】 

  ８＋５＋８＝２１ 

  （２５＋２１）÷３＝１５…１（Ａ）割り切れない 

 

 

 

 

 

２５個 ８個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
５個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２５個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは８個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは５個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２５（和）  

ＡとＢ ちがいは ８（差） ＢとＣ ちがいは ５（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ８＋（８－５）＝１１（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２５＋１１）÷３＝１２（Ａ） 

 

 

【式】 

  ８＋（８－５）＝１１ 

  （２５＋１１）÷３＝１２（Ａ） 

【答え】   Ａくん １２個    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５個 

８個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

５個 

３個 

３個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を２倍しても、その差を５倍しても１２８０になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×２＝１２８０      （Ａ－Ｂ）×５＝１２８０  

 Ａ＋Ｂ＝１２８０÷２＝６４０    Ａ－Ｂ＝１２８０÷５＝２５６ 

 

 合わせて  ６４０（和）  ちがいは  ２５６（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ４４８  Ｂ １９２  

 

（６４０－２５６）÷２＝１９２（Ｂ） 

 １９２＋２５６＝４４８（Ａ） 

 

①１２８０÷２＝６４０ 

 １２８０÷５＝２５６ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
６４０ ２５６ 

２５６ 

（６４０＋２５６）÷２＝４４８（Ａ） 

 ４４８－２５６＝１９２（Ｂ） 

 

(①) １２８０÷２＝６４０ 

  １２８０÷５＝２５６ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームを１４個ずつ買うと３３６０円でした。チョコレートの代金がアイ

スクリームの代金より８０円安いとき、１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ２４０円（和）  ちがいは  ８０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①アイスクリームから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（アイスクリーム） 

(①)チョコレートに差を足して、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

  アイスクリームから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

              【答え】 チョコレート ８０円  アイスクリーム １６０円    

 

さくさく和差算・下         第８回の解答 

 

(①) ３３６０÷１４＝２４０（各１個の和） 

（２４０＋８０）÷２＝１６０（アイスクリーム） 

１６０－８０＝８０（チョコレート） 

①３３６０÷１４＝２４０（各１個の和） 

（２４０－８０）÷２＝８０（チョコレート） 

８０＋８０＝１６０（アイスクリーム） 

【式】 

チョコレート１４個 

 

アイスクリーム１４個 

□円 

□円 ３３６０円 

チョコレートとアイスクリーム、それぞれ１個ずつのとき、差は８０円。 

チョコレートと、アイスクリームそれぞれ１４個ずつのとき、和は３３６０円 

８０円 ３３６０円÷１４＝２４０円 

チョコレート１個 

 

アイスクリーム１個 



さくさく和差算・下 第８回の解答  さくらぷりんと 

2 

 

②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１２１、ＢとＣの和が４９、ＡとＣの和が９６のと

き、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１２１ 

  ＢとＣの和が４９    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が９６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ９６（和） ＡとＣ ちがいは ７２（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】１２１－４９＝７２（ＡとＣの差） 

   （９６－７２）÷２＝１２（Ｃ） 

【答え】   Ｃ１２    

 

 ＡとＢの和が１２１ と ＢとＣの和が４９ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１２１ 

Ｃ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

１２１ 

７２ 
ＡとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

４９ 

４９ 

９６ 

７２ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１２１ 

  ＢとＣの和が４９    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が９６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ４９（和） ＢとＣ ちがいは ２５（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】１２１－９６＝２５（ＢとＣの差） 

   （４９－２５）÷２＝１２（Ｃ） 

                【答え】   Ｃ１２    

 

 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

１２１ 

２５ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が１２１ と ＡとＣの和が９６ よりＢとＣの差を求める。 

９６ 

和と差が分かる 

Ａ 

Ｂ 
１２１ 

Ｃ 

Ｂ 
４９ 

Ａ 

Ｃ 
９６ 

２５ 
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  ＡとＢの和が１２１ 

  ＢとＣの和が４９    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が９６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １２１（和） ＡとＢ ちがいは ４７（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝４９なので  ４９－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝９６なので  ９６－Ａ＝Ｃ 

 

【式】９６－４９＝４７（ＡとＢの差） 

   （１２１－４７）÷２＝３７（Ｂ） 

   ３７＋４７＝８４（Ａ） 

   ４９－３７＝１２（Ｃ）  

９６－８４＝１２（Ｃ）                【答え】   Ｃ１２    

 

 ３２                
Ａ 

Ｂ 

１２１ 

Ｂ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

９６ 

４７ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が４９ と ＡとＣの和が９６ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

４９ 

４９ 

９６ 

４７ 

和と差が

分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが１２０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより８ｃｍ長

くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ６０ｃｍ（和）  ちがいは  ８ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ８８４㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

８ｃｍ 

８ｃｍ 

６０ｃｍ 

①１２０÷２＝６０ 

（６０－８）÷２＝２６（たて） 

 ２６＋８＝３４（横） 

２６×３４＝８８４ 

(①) １２０÷２＝６０ 

（６０＋８）÷２＝３４（横） 

  ３４－８＝２６（たて） 

  ３４×２６＝８８４ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は６０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで１２０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、１８個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、１８個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２３（和）  

ＡとＢ ちがいは ５（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ５＋２＋５＝１２（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（１８＋１２）÷３＝１０（Ａ） 

 

【式】 

  ５＋２＋５＝１２ 

  （１８＋１２）÷３＝１０（Ａ）             【答え】  Ａくん １０個    

 

 

 

１８個 
５個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
２個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

５個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、１８個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて １８（和）  

ＡとＢ ちがいは ５（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ５＋（５－２）＝８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（１８＋８）÷３＝８…２（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ５＋（５－２）＝８ 

  （１８＋８）÷３＝８…２（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８個 

５個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

２個 

３個 

３個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を４倍しても、その差を７倍しても１６８０になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×４＝１６８０      （Ａ－Ｂ）×７＝１６８０  

 Ａ＋Ｂ＝１６８０÷４＝４２０    Ａ－Ｂ＝１６８０÷７＝２４０ 

 

 合わせて  ４２０（和）  ちがいは  ２４０（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ３３０  Ｂ ９０  

 

（４２０－２４０）÷２＝９０（Ｂ） 

 ９０＋２４０＝３３０（Ａ） 

 

①１６８０÷４＝４２０ 

 １６８０÷７＝２４０ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
４２０ ２４０ 

２４０ 

（４２０＋２４０）÷２＝３３０（Ａ） 

 ３３０－２４０＝９０（Ｂ） 

 

(①) １６８０÷４＝４２０ 

  １６８０÷７＝２４０ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとケーキを１６個ずつ買うと６２４０円でした。ケーキの代金はチョコレートの代金

より１１０円高いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３９０円（和）  ちがいは  １１０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①)チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート １４０円  ケーキ ２５０円    

 

さくさく和差算・下         第９回の解答 

 

(①) ６２４０÷１６＝３９０（各１個の和） 

（３９０＋１１０）÷２＝２５０（ケーキ） 

２５０－１１０＝１４０（チョコレート） 

①６２４０÷１６＝３９０（各１個の和） 

（３９０－１１０）÷２＝１４０（チョコレート） 

１４０＋１１０＝２５０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１６個 

 

ケーキ１６個 

□円 

□円 ６２４０円 

チョコレートとケーキ、それぞれ１個ずつのとき、差は１１０円。 

チョコレートと、ケーキそれぞれ１６個ずつのとき、和は６２４０円 

１１０円 ６２４０円÷１６＝３９０円 

チョコレート１個 

 

ケーキ１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１６５、ＢとＣの和が１１５、ＡとＣの和が１４６

のとき、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１６５ 

  ＢとＣの和が１１５    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１４６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて １４６（和） ＡとＣ ちがいは ５０（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】１６５－１１５＝５０（ＡとＣの差） 

   （１４６－５０）÷２＝４８（Ｃ） 

【答え】   Ｃ４８    

 

 ＡとＢの和が１６５ と ＢとＣの和が１１５ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１６５ 

Ｃ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

１６５ 

５０ 
ＡとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

１１５ 

１１５ 

１４６ 

５０ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１６５ 

  ＢとＣの和が１１５    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１４６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて １１５（和） ＢとＣ ちがいは １９（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】１６５－１４６＝１９（ＢとＣの差） 

   （１１５－１９）÷２＝４８（Ｃ） 

                【答え】   Ｃ４８    

 

 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

１６５ 

１９ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が１６５ と ＡとＣの和が１４６ よりＢとＣの差を求める。 

１４６ 

和と差が

分かる 

Ａ 

Ｂ 
１６５ 

Ｃ 

Ｂ 
１１５ 

Ａ 

Ｃ 
１４６ 

１９ 
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  ＡとＢの和が１６５ 

  ＢとＣの和が１１５    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１４６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １６５（和） ＡとＢ ちがいは ３１（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝１１５なので  １１５－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝１４６なので  １４６－Ａ＝Ｃ 

 

【式】１４６－１１５＝３１（ＡとＢの差） 

   （１６５－３１）÷２＝６７（Ｂ） 

   ６７＋３１＝９８（Ａ） 

   １１５－６７＝４８（Ｃ）  

１４６－９８＝４８（Ｃ）                【答え】   Ｃ４８    

 

 ３２                
Ａ 

Ｂ 

１６５ 

Ｂ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

１４６ 

３１ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が１１５ と ＡとＣの和が１４６ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

１１５ 

１１５ 

１４６ 

３１ 

和と差が

分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが１４０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより６ｃｍ長

くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ７０ｃｍ（和）  ちがいは  ６ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   １２１６㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

６ｃｍ 

６ｃｍ 

７０ｃｍ 

①１４０÷２＝７０ 

（７０－６）÷２＝３２（たて） 

 ３２＋６＝３８（横） 

３２×３８＝１２１６ 

(①) １４０÷２＝７０ 

（７０＋６）÷２＝３８（横） 

  ３８－６＝３２（たて） 

  ３８×３２＝１２１６ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は７０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで１４０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２４個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは８個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、１８個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２４（和）  

ＡとＢ ちがいは ８（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ８＋２＋８＝１８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２４＋１８）÷３＝１４（Ａ） 

 

【式】 

  ８＋２＋８＝１８ 

  （２４＋１８）÷３＝１４（Ａ）             【答え】  Ａくん １４個    

 

 

 

２４個 
８個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
２個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

８個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２４個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは８個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２４（和）  

ＡとＢ ちがいは ８（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ８＋（８－２）＝１４（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２４＋１４）÷３＝１２…２（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ８＋（８－２）＝１４ 

  （２４＋１４）÷３＝１２…２（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４個 

８個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

２個 

６個 

６個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を３倍しても、その差を５倍しても１４４０になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×３＝１４４０      （Ａ－Ｂ）×５＝１４４０  

 Ａ＋Ｂ＝１４４０÷３＝４８０    Ａ－Ｂ＝１４４０÷５＝２８８ 

 

 合わせて  ４８０（和）  ちがいは  ２８８（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ３８４  Ｂ ９６  

 

（４８０－２８８）÷２＝９６（Ｂ） 

 ９６＋２８８＝３８４（Ａ） 

 

①１４４０÷３＝４８０ 

 １４４０÷５＝２８８ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
４８０ ２８８ 

２８８ 

（４８０＋２８８）÷２＝３８４（Ａ） 

 ３８４－２８８＝９６（Ｂ） 

 

(①) １４４０÷３＝４８０ 

  １４４０÷５＝２８８ 

 

【式】 



さくさく和差算・下 第１０回の解答  さくらぷりんと 

1 

 

 

 

 

①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームを１５個ずつ買うと４６５０円でした。チョコレートの代金がアイ

スクリームの代金より５０円高いとき、１この代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３１０円（和）  ちがいは  ５０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①チョコレートから差を引いて、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

 アイスクリームに差を足す。（チョコレート） 

(①)アイスクリームに差を足して、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

  チョコレートから差を引く。（アイスクリーム） 

 

 

 

 

 

              【答え】 チョコレート １８０円  アイスクリーム １３０円    

 

さくさく和差算・下         第１０回の解答 

 

(①) ４６５０÷１５＝３１０（各１個の和） 

（３１０＋５０）÷２＝１８０（チョコレート） 

１８０－５０＝１３０（アイスクリーム） 

①４６５０÷１５＝３１０（各１個の和） 

（３１０－５０）÷２＝１３０（アイスクリーム） 

１３０＋５０＝１８０（チョコレート） 

【式】 

アイスクリーム１５個 

 

チョコレート１５個 

□円 

□円 ４６５０円 

チョコレートとアイスクリーム、それぞれ１個ずつのとき、差は５０円。 

チョコレートと、アイスクリームそれぞれ１５個ずつのとき、和は４６５０円 

５０円 ４６５０円÷１５＝３１０円 

アイスクリーム１個 

 

チョコレート１個 



さくさく和差算・下 第１０回の解答  さくらぷりんと 

2 

 

②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１００、ＢとＣの和が６２、ＡとＣの和が９２のと

き、Ｃはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１００ 

  ＢとＣの和が６２    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が９２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ９２（和） ＡとＣ ちがいは ３８（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ）  

 

【式】１００－６２＝３８（ＡとＣの差） 

   （９２－３８）÷２＝２７（Ｃ） 

【答え】   Ｃ２７    

 

 ＡとＢの和が１００ と ＢとＣの和が６２ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１００ 

Ｃ 

Ｂ＋Ａ 

Ｂ＋Ｃ 

１００ 

３８ 
ＡとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

６２ 

６２ 

９２ 

３８ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１００ 

  ＢとＣの和が６２    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が９２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ６２（和） ＢとＣ ちがいは ８（差）  

 Ｂから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） 

 

【式】１００－９２＝８（ＢとＣの差） 

   （６２－８）÷２＝２７（Ｃ） 

                【答え】   Ｃ２７    

 

 

Ａ＋Ｂ 

 Ａ＋Ｃ 

１００ 

８ 
ＢとＣの差 

 ＡとＢの和が１００ と ＡとＣの和が９２ よりＢとＣの差を求める。 

９２ 

和と差が分かる 

Ａ 

Ｂ 
１００ 

Ｃ 

Ｂ 
６２ 

Ａ 

Ｃ 
９２ 

８ 
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  ＡとＢの和が１００ 

  ＢとＣの和が６２    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が９２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＣの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １００（和） ＡとＢ ちがいは ３０（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足す。（Ａ） 

 Ｂ＋Ｃ＝６２なので  ６２－Ｂ＝Ｃ 

Ａ＋Ｃ＝９２なので  ９２－Ａ＝Ｃ 

 

【式】９２－６２＝３０（ＡとＢの差） 

   （１００－３０）÷２＝３５（Ｂ） 

   ３５＋３０＝６５（Ａ） 

   ６２－３５＝２７（Ｃ）  

９２－６５＝２７（Ｃ）                【答え】   Ｃ２７    

 

 ３２                
Ａ 

Ｂ 

１００ 

Ｂ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

９２ 

３０ 
ＡとＢの差 

 ＢとＣの和が６２ と ＡとＣの和が９２ よりＡとＢの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

６２ 

６２ 

９２ 

３０ 

和と差が

分かる 
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③（長方形の問題） 

長さが１６０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより１４ｃｍ

長くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ８０ｃｍ（和）  ちがいは  １４ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   １５５１㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

１４ｃｍ 

１４ｃｍ 

８０ｃｍ 

①１６０÷２＝８０ 

（８０－１４）÷２＝３３（たて） 

 ３３＋１４＝４７（横） 

３３×４７＝１５５１ 

(①) １６０÷２＝８０ 

（８０＋１４）÷２＝４７（横） 

  ４７－１４＝３３（たて） 

  ４７×３３＝１５５１ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は８０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで１６０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３８個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは６個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３８（和）  

ＡとＢ ちがいは ６（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ６＋４＋６＝１６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３８＋１６）÷３＝１８（Ａ） 

 

【式】 

  ６＋４＋６＝１６ 

  （３８＋１６）÷３＝１８（Ａ）             【答え】  Ａくん １８個    

 

 

 

 

 

 

３８個 
６個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

６個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３８個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは６個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３８（和）  

ＡとＢ ちがいは ６（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ６＋（６－４）＝８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３８＋８）÷３＝１５…１（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ６＋（６－４）＝８ 

  （３８＋８）÷３＝１５…１（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３８個 

６個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

２個 

２個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を２倍しても、その差を７倍しても７２８になります。そ

れぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×２＝７２８      （Ａ－Ｂ）×７＝７２８ 

 Ａ＋Ｂ＝７２８÷２＝３６４    Ａ－Ｂ＝７２８÷７＝１０４ 

 

 合わせて  ３６４（和）  ちがいは  １０４（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ２３４  Ｂ １３０  

 

（３６４－１０４）÷２＝１３０（Ｂ） 

 １３０＋１０４＝２３４（Ａ） 

 

①７２８÷２＝３６４ 

 ７２８÷７＝１０４ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
３６４ １０４ 

１０４ 

（３６４＋１０４）÷２＝２３４（Ａ） 

 ２３４－１０４＝１３０（Ｂ） 

 

(①) ７２８÷２＝３６４ 

  ７２８÷７＝１０４ 

 

【式】 
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